う 間に 折 竹 参加と いう、 大 報道 価値が かき 消えて しま 

うと は 

というの は、 次の ような 声明書、 「大地 軸孔」 行き を 

断念 するとい う 意外な 折 竹の 発表が、 朝刊 締切 後の 深 

更の 各社 を おどろかした。 

—— ド イツ ルフト. ハン ザ 航空会社の 主唱になる 「大 

地軸 孔」 探検に 小生 は 不参加の 意 を 表明す。 なお、 同 

探検隊が 小生の 攻撃 計画 を 採用す る も、 それに はなん 

の 異議な きものな り。 鍵 十字 旗の、 魔境に 翻え る を 

祈りて。 

これに は、 各社と も アツと 目を剝 いたので ある。 な 



川 沿 散歩道の しずけさ。 が、 いま 部屋の なか は 暄囂た 

る 有様 だ。 「タイ ムス」 「デリ ー • テレグラフ」 を はじ 

め 各国の 特派員。 なかには、 前 作、 「第五 類人猿」 のァ 

マゾン 奥地 探検のと き 関係の あった、 「世界新 報」 と 

いう ペル— 新聞まで がいる 始末。 

心境の 御 変化 はどうい う 理由で …… あなた 個人の、 

身辺 的 事情 9 …… それとも、 土地柄 政治的 原因で …… 

と 包囲 攻撃の なかで 静かに 莨 煙 をた て、 折 竹 は 憮然と 

ガウンの 紐 をい じっている。 やがて、 鎮まる の を 待つ 

て、 ニッと 笑い、 

「別に、 どうこうい うような 派手 派手し ぃ哩由 はない 



てみ ると、 いま 独逸 航空会社が 純 学術 的 探検の 名目で、 

この 秘境 を 暴露しょう というの が、 黙過され るだろう 

か。 ソ連に は、 ここが 明かに なれば 対 印 新 攻撃 路。 お 

そらく 天与の 好機と、 期待して いるに ちがいない。 が 

それに 反して イギリス 側に は、 この 秘境 暴露が ひじよ 

うな 痛手になる の だ。 

インドへ の 道 —— その 間に 横たわる 大 秘密 境 

カラ . ジ ルナ ガン 

「大地 軸 孔」。 そうだ、 きっと 英 官辺からの 圧迫が あつ 

たのだろう —— と、 折 竹 翻意の 理由 をこう 睨みたい 気 

うず 

持が、 誰の 胸に も 疼いて いたので あるが …… 。 国際 紛 

争裡 にお どる 决 男子 〔# 「快男子」 は 底本で は 「怪 男子 匕 



折 竹の 姿 は、 まだ 彼 も 言わず、 作者 も秘、 秘 である。 

では この、 大地 軸孔 とはい かなる 魔 所であろう か。 

北に パミ— ル 高原、 西南に は ヒンズ— クシ、 南東に 

は カラ コル ム。 おのおの、 二 万フィ ー ト級 以上が 立ち 

ならぶ 大連嶺 が 落ち合う ところが、 いわゆる 「パ ミ— 

ルの 管」 の アフガニスタン 領 である。 では ここが、 な 

ぜ 永い あいだ 未踏の ままであった かとい うに、 それ は、 

「大地 軸孔」 を かこむ "Kyam, の 隘路に、 世界に ただ 

一 つの 速 流氷 河が あるから だ。 温 霧 谷の、 魔境の 守り、 

ギ— スバ ッ ハ . グ レッチェ ル 

速 流氷 河。 

グリ— ン ランドの 北端に ある ァカ デミ— 氷河 群に、 



と、 折 竹が 即座に やり 返す。 そして その、 温 霧 谷の 

速 流氷 河 を 十五 マイルば かり 登った あたりに、 大地 軸 

孔が おそろしい 口 を ひらいて いる。 

作者 はい ま、 便宜上 「大地 軸孔」 などと いっている 

が、 その "Kara Jilnagang" というの は 中央アジア 一 

帯の 通称で、 「黒い 骨」 というの が 正確な 意味になる。 

で 今、 もしも その 辺り を 絶好の 月夜に ながめた とした 

ら …… 。 雪嶺 銀渓、 藍の 影絵 を つらねて いる ワカ ン 

隘路の かなた、 銀 蛇とう ねく る 温 霧 谷 氷河の 一 部が、 

ときどき 翳る の は おそろしい 雪崩 か。 いや、 その 中腹 

にくつ きりと 黒く、 一 本の 肋骨の ような ものが 見える 



だろう。 それが 地獄の 劫火 ほの 見える 底な し 谷と いわ 

カラ . ジ ルナ ガン 

れ ている、 黒い 骨の 「大地 軸 孔」。 

そこ は、 たぶんめ ずらしい "Nictierifu ではない の 

か。 つまり、 壺形 をした 渓 という 意味で、 上部 は、 子 

ク レヴァ ス 

安 貝に 似た 裂 罅 状の 開口。 しかし、 内部 は 広く じつ 

に 深く、 さながら 地軸まで もという 暗黒の 谷が この 「大 

地軸 孔」 の 想像 図に なって いる。 では ここが、 なぜ 世 

界の 視聴 を いっせいに 集めて いるの か。 というの は、 

怪光が あるから である。 

ときどき、 地底の 住民の 不可解な 合図の ように、 

火箭の ような 光が スイス ィと 立ちのぼって くる。 時に 



は、 極光の ように 開口 いっぱいに 噴出し、 はじめは 淡 紅、 

やがて 青 紫色に 終る この 世なら ぬ 諧調が、 キラ キラ 氷 

河 を わたる 大 絶景 を 呈す るの だ。 しかし、 この パミ— 

ルに 絶対に 火山 はない。 あるいは、 その 底に は 奇怪な 

住民が いて …… というの がます ます 奇想 を つ のらせる、 

カラ ■ ジ ルナ ガン 

「大地 軸孔」 の 怪魔焰 の 謎。 

「いずれ は、 僕より 上等な 探検家が でる 〔# 「でる」 は 

底本で は 「できる 匕だろう からね。 そのと き、 その 先生 

に 『大地 軸孔』 を 降りても らう。 下せ ど 下せ ど 綱 は 底 

触れず、 頭上の 裂 罅 も 一線と ほそ まり —— なんてい う 

チュ— ブ ほん 

のが、 地下鉄 売りの 赤本に あるよ」 



魔境からの 女、 やはり 「大地 軸孔」 のした に は 住民 

がいる のか。 暗黒 中の 生活 はどうい う ものだろう、 ど 

んな 文明 を もち、 どういう 衣食住 をし、 あの 一 生 陽の 

目 をみ ない 大暗谷 〔# 「大暗 谷」 は 底本で は 「大 暗黒 匕 に 

いるの か？： と、 まだ 夢 を 追うよう な 醒め やらぬ 気持 

のなかで、 折 竹 はっく ねんと 考えて いたの だ。 

まゆつ ぱ 

しかし 気が付く と、 どうやら これが 眉 唾の ものの よ 

うに も 思われて くる。 「大地 軸孔」 のした の 晦冥 国の 

女なん て、 どうも こり や 芝居が すぎる よう だ。 きっと 

その 女 を 躍らして いる 闇の 手が あるの だろう。 と、 思 

うが 見当 も 付かない。 結局、 ザチ のこと は 半信半疑に 



に 追ってき たんじ やない かしら …… 。 宝物 を 返せ、 さ 

もな くば 殺して しまう ぞ つて、 いま、 旦那 さま は 

嚇 されて るん じ やない 5: ホ ホホホ ホホ、 お怒りに 

なつち や あたくし、 困ります わ」 

こんな 冗談から、 なに か 引き だそうと する 部屋 付 女 

中の 態度 も、 折 竹に は 不愉快な 一 つ だ。 しかし 彼 は、 

なぜ 「大地 軸孔」 ゆきを 断念した のだろう。 こういう 

英 官辺の 厭がらせ のた めか …… それとも 真実 「大地 軸 

孔」 は 征服 不可能な のか。 いや、 彼の ゆく ところ 砕け 

ざる 魔境 はない。 では、 それ はどうい う 理由だろう。 

—— 探検と は、 国と いう 砲身の はなつ 弾丸な り。 



この 言葉 を、 彼 は 忘れて いたわけ ではない けれど、 

いま ロンドン にいて イギリス 人の 生活 をみ ている と、 

しみじみ その 言葉が 胸う つよう に 響いて くるの だ。 い 

ま イギリス 人 は、 わずか を 働いて 多く を とっている I 

しゃくし やく 

I その、 余裕 綽 々ぶり はなに に 由来す る？： インド、 

濠 州、 南阿、 カナダ —— みな 一 、 一 一世紀 まえの 探 

検の 成果 だ。 

すると じぶんに、 民族の 血 をと おしてした 探検が 

あった ろうか。 時代が ちがう とはいえ 最小の 効果で も、 

国に たむ ける 意味の 探検が あった ろうか。 文化の 貢献 

者と いう 美名に あこがれて、 ただ それだけ のために 働 



れば 利益 を 得る ものに、 対 印 新 攻撃 路を にぎれる ソ連 

が ある。 いずれに しろ、 これ は 他国 を 益す るに すぎな 

い。 ご免 だ。 くだらん 英雄に なって お 先棒に 使われる 

より は、 暫く 故国へ 帰って、 ゆっくりと 休もう。 と、 

彼 はついに 参加 を 思い止ま つたので ある。 

窓 を あけた。 近 ごろ は、 こうして 窓 を あけ 往来 をな 

がめ る ことが、 彼に は 習慣の ようになつ ている。 ザチ 

II 。 あの 「大地 軸孔」 の 女と 称する 神秘的な 婦人が、 

もしゃ 彼に 会おうと して、 うろついて いやしな いだろ 

うか。 会いた く はない。 が、 どんな 婦人 だか、 一 目 だ 

けみたい。 いま は、 彼の 脳裡から とり 去る ことが 出来 



なくなった ほど、 ザチ のこと は 強烈な ものに なって い 

る。 

(事実、 「大地 軸孔」 のした に は、 住民が いるの だろう 

か。 いや、 あの 女 はまや かし 者に ちがいない。 じぶん 

に、 「大地 軸孔」 攻撃の 興味 を 湧か させようと、 あるい 

は ソ連から でも 仕立てられて 来たので はない か。 G . 

リ ビヤン 力 

P . U 女 。 マァ、 底 を 洗えば、 そんなと ころ だ 

ろうが) 

土 を 守る、 探検 を 妨害す る —— なん ぞ といいながら 

逆効果 をね らい、 かえって 「大地 軸孔」 へ じぶん を惹 

きょせ ようとす る。 きっと、 ザチは ソ連の 女だろう、 



と、 折 竹 はそう いうよう に 考えて いた。 しかし、 どこ 

にも ザチ らしい 婦人 はいない。 ただ、 テムズ を 越えて 

みえる バ タッシ— 公園の 新芽の 色が、 四月 はじめの 狭 

ひょうび よう 

霧に けむり、 縹渺 として 美しい。 

翌朝 は、 ロンドンの 郊外 クロイドンの 飛行場。 ァ— 

ムスト ロング • ウィット ゥァ ー ス 機の 車輪 一 度 地 を は 

なれれば、 鵬翼 欧亜の 空 を 駆り 日本へ と 近付いて ゆく。 

ブラ ッ キング ■ シ— ト 

が、 まず 彼 は 事務所に いって、 同乗の 旅 客 表 をし 

らべ たので ある。 しかし、 ザチの 名はなかった の だ。 

「たいてい は、 アラビア ォ ー マン 国の 王子 ご 新婚 式に 

出む かれる、 新聞社 の 方々 や 外交関係で) J ざ います」 



突角に ある 〃sharjar へ 着いた のが 深更の 二 時。 荒 

い 城壁に かこまれた、 沙漠 中の 空 港。 すると、 機体 

を 下りた つた 彼の そばへ、 歩み寄つ てきた 男が いる。 

い んぎ ん 

まず、 その 男 は 慇憝な 礼 をして、 

「ポルトガルの 御 使節、 エス ピノ— ザ 閣下に いらせら 

れ ましょう」 

「へえつ」 

と 彼 はび つくりして、 叫んだ。 

「日本人 だ。 いくら、 日本と 葡萄牙 人が 似て いるか 

ら つて、 間違う にも ほどが ある。 まして、 俺 は 閣下 じ や 

ない」 



バ— ナス 

ァラ ビヤ 兵の 白衣が 点々 とみえて いたのが、 眼 隠し 

をされ、 まつ 暗になる。 男 は、 彼 を 自動車に のせ、 一 

時間ば かり 運んで いった。 やがて、 家ら しい ものに 着 

あ 一 J 

くと、 眼 隠し を とられる。 彼の まえに は 顎骨の ふとい、 

大きな 男がぬ うつと 立って いるの だ。 五十ば かりで ほ 

とん ど 表情がない。 それが 却って、 悚 める ような 凄味。 

わし 

「儂 は、 ある 任務の 男で、 セル 力 ー ク といい ます。 今 

夜 は、 あなたと は 大変 不本意な 会見で …… 」 

「驚いた です よ。 マァ、 大抵な ところで ご 大赦に 願い 

たいです な」 

とい ま は 度胸 もす つかりす わった 折 竹 は、 臆す 色 も 



え を、 彼 は ぼんやりと 味わって いた。 死ぬ、 そうとす 

れば、 どんな 理由で …… 。 

「とにかく、 危険な 存在 は 殺ら にやな りません でな。 

あなた は、 アフガニスタンの ダヮダ ー ル 〔# 「ダ ヮダ ー 

ル」 は 底本で は 「ク ヮダ ー ル匕 で 降りて、 『大地 軸孔』 へ 

ゆく つもり …… ねえ」 

「いや、 大変な ちがいだ。 このまま 僕 は、 ずう つと 本 

国 へ 帰る」 

「ハツ ハツ ハツ ハツ、 こっちで そう 信じて いる 以上、 

釈明 は 要りません。 つまり、 あなた を あの 『大地 軸孔』 

へ は 遣りたくない —— その 意味 はお 分り だろうと 思い 



と セル 力 ー クが心 持 頭 を さげ、 彼に ぺ ル • メル をす 

けむり 

すめた。 その 莨 煙の なかで 暫くの あいだ、 折 竹 はじつ 

と 考えて いたが、 

「やれやれ、 おなじ 事なら 探検で 死んだ ほうがいい。 

ダシ ュト. ィ. カヴ ィ ル 

僕 は 『大塩 沙漠』 地下の 油層 を さぐる わけ だ つたの 

です」 

と、 セル 力— クの 頭が ヒョィ と 上って、 

「油層」 

と、 彼は惹 かれた ような 表情に なった。 

「そうです。 あなたの 想像 は 不幸に して 違って いるが、 

僕の ほうの はお そらく 図星でしょう。 それ は、 東 は 外 



蒙から サハラ 沙漠まで 延びて いると いわれる、 地下の 

大 想像 洞、 『大 盲 谷 』。 ギリシアの ホ ー マ— 

でさえ が 晦冥 国と いっていた、 大盲 谷が 実際に あるら 

しいので す。 むろん それ は、 土地に よって 高低が ちが 

うでし ようが、 岩塩と、 石灰岩 層 を 貫いて 流れて いる _ 

しかも、 その 大盲谷 一 一万 マイルの うえ は 豊潤な 油層 だ」 

招かれざる 女王 

地下の 大盲 谷、 暗黒の 二 万 マイル。 その 存在 は 非常 

に 古い ころから、 想像され もし 書かれても いるが、 も 



れる」 

ああ、 大盲谷 をう ねく る、 石油の 大 暗流。 いかな 名 

ほう、 y つ 

画工、 いかな 名 小説家と いえ ど、 その 光景 を髡髴 とす 

る こと はでき ないだろう。 しかし それ は、 ただ 想像 だ 

けと するなら まことに 素 晴ら しいが と …… 暫く 経 つ う 

ちに 半信半疑の 色が、 セル 力 ー クの顔 を 覆うて きたの 

だ。 

「しかし、 それ は 実際問題ではありません ね。 ただ 奇 

想で あり、 頭脳の 遊戯で あり …… 。 お 話 だけ は ひじよ 

うに 面白いで すが」 

ダシ ュト. ィ. 力 ヴィル 

「では、 イランの 大塩 沙漠 を、 どうお 考えになる」 



と 折 竹が 突き進む ように いった。 

「あすこの、 踏み いるもの を 焼く、 おそろしい 熱気 は 

〔# 「。」 は 底本で は 「匕 万物 焼尽さ ずん ば 止まない、 見 

えない 魔焰 は？」 

ダシ ュト. ィ. カヴ ィ ル 

"DasIIt-1-Kav ヌ —— そ の おそろしい 塩の 沙漠 は ィ ラ 

ン 国の 首府、 テヘランの 東方 二百 マイルの ところに あ 

る。 これ は、 マルコ. ポ— 口 時代から ひじょうに 名が 

高く、 すべて を 焼きつ くす 恐怖 的 高熱 度。 砂 は 焼け 塩 

は 燃え、 人畜た ちまち にして 白骨と なるとい う、 噓も 

隠し もない 世界の 大 驚異。 では その、 見えない 魔焰が 

どうした というの か。 折 竹 は 言葉 を 次いで、 



たらめ もさす が 彼 だけに 整然たる もの。 それが 駆りた 

てる 夢幻 黄金 境。 いまや セル 力 ー クは 大欲に うめいて 

いる。 

ギ ロウ ■ ゥァ— ク 

「儂 もむ かし は、 汲 出 機 〔# 「汲 出 機」 は 底本で は 「汲 

山 機 匕 を もって、 掘り あるいた もんでした。 そして、 

良い 油井に 出逢った のが、 三十のと きだった。 ところ 

がね、 遮 水 管 の 抜き出し 処置が わるく、 火花 をお 

こして 焼けて しまったので すよ。 ねえ、 若い ころ は、 

誰に も 夢が ある。 それが、 五十に なった 今、 蘇って 

くるなん て」 

と、 だんだん セル 力 ー クは 恐ろしげ な 顔に なって ゆ 



るだろう …… ここ だ、 一生の 運を摑 むか 摑ま ないか？： 

すると その 時、 おなじ 思い は セル 力— ク にも、 こい 

つ を、 釈放したら、 どんな 事になる？： うまくいい 当 

てて 視き穴 を 発見し、 俺 を 地下 採油の 超 富豪に してく 

アン グ 口 . ペル シャン 

れ るか。 まったく、 あの 沙漠 だけ は 「英波 石油」 も 

捨てて いる。 そうだ、 失敗り や、 焼かれて 死ぬ。 馬鹿 

をみ るの は、 此奴 だけの 話 だ。 

やがて、 二人の あいだに 盟約が 成リ たった。 しかし、 

まだ 折 竹に 完全な 自由 はない。 

「あんた は、 当分 儂の そば を、 離れんでも らいたい。 

明後日、 わし は ムス カットへ ゆく。 例の、 ォ ー マン 王 



子 ご 新婚で してな。 むろん、 あんた へ も ご 参列 を 願う 

が …… 。 マァ、 誰し も 珍客と 思う じ やろう」 

それから、 折 竹 は 部屋 を 宛てがわれ たが、 その 夜 は 

眠れぬ 一夜であった。 月の ない 砂上 は、 ぼうっとした 

星 明り。 だが、 彼 はやつ と 助かった と、 じつに 躍る よ 

うな 気持。 そのうち、 彼が 出方 出 まかせに 述べた てた 

噓が、 どうやら 真実ら しく 思われて きた。 もともと こ 

れは、 彼の 想像と して 腹に あった こと。 ただ、 

ダシ ュト. ィ. カヴ ィル しの 

大塩 沙漠 の あの 熱気 だけ は、 急場の 凌ぎに 絞リだ 

したので は あるが …… 。 

その、 たんなる 想像が 本物になる。 少く ともなり そ 



うだ、 と 考えた。 すると、 一度 は 死 ぬんだ つたと いう 

捨身な 気持が、 彼に 日本人ら しい 犠牲の 念 を 呼び 起し 

てきた。 

(大塩 沙漠へ ゆく こと は、 けっして 無意義 ではない。 

もしも 視き 穴が あって 「大盲 谷」 に 達して いれば、 俺 

は 「英波 石油」 の 油層の 下へ ゆけ るの だ。 またもし、 

大盲 谷の 広さが 真実と するならば、 ソ連 コ —カサスへ 

も メソポタミア 油田 下へ も、 なんとか 手段 を尽 せば ゆ 

けない もので もない。 

そうだ。 故国 一朝 有事の 際の、 破天荒な 電撃 —— 。 

一 隻の 潜水艦、 十 人の 挺身隊。 もし 視き穴 さえ わかれ 



ば、 それで 事足りる ではない か。 油層 下からの 処置で、 

油田 は渴れ るだろう。 また、 十 人の 犠牲で 全 油田 爆破 

とも ゆけ る。 その 下地 を、 俺 はい ま 作 りあげよ うとす 

るの だ。 で 俺が、 もしも 大塩 沙漠から 生還した 場合、 

俺 は 国家への 協力 を ほこれる。 また、 万が一 の 際 は 知 

られ ない 犠牲と して、 俺 は 個人と しての 最高の 死を遂 

げる ことになる。 犠牲 —— 。 それ も、 知られない ほど、 

美 ！ - I ) 

夜が 明け かかり、 砂丘の 万 波に ようやく 影が 刻まれ 

て ゆく。 空に は、 獅子座が 頭 を さげて 西の 空へ 下り か 

け、 やがて 東からの ぼる 東亜の 太陽の 前駆、 白鳥、 ケ 



フエ ウス、 カシオペアが 薄明の なか をの ぼって くる。 

それ を …… 折 竹 はさし 招く ような 意気 だ つ た。 

ところが、 その 二日 後の 夜。 ォ— マンの 都 ムス カツ 

トで 行われた 王 子， 1 J 新婚 式 に 不思議な 出来事が 起った 

の だ。 

リょ うそう 

稜嶒 たる 岩山の したの 町 ムス カットの その 夜 は、 

ひんきゃく 

イラン、 エジプト ご 新婚の 賓客 を そっくり ひき 受け、 

きらび 

ョ— 口 ツバ 社交界に 鳴る 綺 やかな 連中が、 ふうふう 

暑熱に うだりながら ォ— マン 湾 を 渡って きたの だ。 ま 

まろう ど 

ず 客人 は、 英 皇太后 メアリ— 陛下の 御 弟ェ— スロ ー ン 

ちゅうさつ 

公、 ドイツ は モスクワ 駐劄 大使 シ ユレ ンバ— グ伯、 ま 



裸足の、 二人の 式部官が 次第 書と つき 合せて みると、 

もうお 客 はこれ で 終って いる。 きょうの 御 儀に 日本 綿 

バ— ナス 

布の 外衣 を そろえた、 儀仗兵 も 休ませなくて はなら な 

い。 さあ、 腹 も 減った し、 羊 も 焼けて いる。 胡 i 飯 を 

腹さん ざん 詰め こもうで はない か —— となった 時。 

とつぜん、 昇降 階 のした で ザ ザ ザ ザ という 太鼓の 音。 

お 客 だ、 と 一同 は 慌てふためいて 列 を そろえた。 とそ 

こへ、 たくみに ガウン を 捌いて くる 藤た けた 一人の 婦 

人。 みれば、 頭上に は 王冠 を 戴いて いる。 

「失礼で ございま すが」 

と、 式部官の 一人が 恭々 しく 訊ねた ので ある。 



葡萄 —— 。 近東の 名菓が た わ わに 実っている ところ は、 

魔宫 か、 魅惑の 園の よう。 そこへ、 日時計の ついた 噴 

泉が 虹 を あげ、 風 は樹々 をう ごかし、 花弁 は 楽の 音に 

ちん 

ゆすられる。 彼 は 酒気 を さまそうと、 ぼつねんと 亭に 

いたの だ。 

(セル 力— クの 奴、 この辺 じ や なかなかの 羽振り じ や 

ないか。 マァ 情報 省の 機関 区長 どころ だろう が …… 、 

どうして 領事く らい は 敵わん ような 勢力が ある) 

そこへ、 植 込の 陰から ぶうんと 女の 句い がした。 棕 

櫚の 花粉の ついた 裳裾が みえた とき、 彼の 横手から す 

うつと 寄り添つ てきた、 女が いる。 



と 立ち あがった が、 また ふり 向いて、 

「こんな 齢に なって 泣く なんて、 可笑しいで すわね。 

でも、 こういう 時 は、 誰でも そうよ。 誰でも、 感傷が 

先走って、 悲しくなる ものです わ。 もう、 あなたと は 

お 目に 掛れ ないで しょうから」 

ダシ ュト. ィ. カヴィ ル 

「そうでしょう。 僕 も大塩 沙漠へ ゆきます から… 

〜」 

ザチ は、 それなり 去って しまったの である。 妙な 女 

だ、 脅して みたり 泣いて みた リ —— と 思う だけで、 い 

ま大塩 沙漠 ゆきをう つかり 洩らした ことに は、 彼 はて 

んで 無関心で あつたの だ。 その 数 週 後、 イランの テへ 



うこと が、 視き穴 発見の いちばん 大切な ところになる。 

ねえ、 地図で みると、 台地が あるね。 ちょうど 真中 辺 

で、 奇怪な 形 をした …… 」 

「ふん、 "Yazde Kubedeu か。 その 『神々 敗れる とこ 

ろ』 という ペルシア語の 意味から、 あすこ は 『驕魔 台 』 

とかい われて いる」 

「そうだ。 で、 これ は 僕の カンに すぎない がね。 得て 

して、 ああい う 所に は 裂け目が ある もんだ。 まず 視き 

あそこ 

穴 は、 彼処ら しいと いえる だろう。 すると だよ、 然ら 

ば 黒焦げになる 日中 はどうす るか。 それ は、 深い 穴 を 

掘って じっと 潜って いる。 マァ それで、 体力が 続く の 



いわれて、 目 を こすり こすり 驕魔 台のう え をみ る 

と、 今いた —— ほんの 秒 足らずの 瞬 前まで くっきりと 

見えて いた、 ザチの 姿が 搔き 消えた ように 見えない の 

だ。 視き 穴、 彼女 は 「大盲 谷」 へ 降りた のだろう。 し 

かし、 追おう にも、 暁 は 濃い。 朝の 噴射と ともに 熱 殺 

界 となる、 此処で はどうに もなら ない のだった。 

しかし、 驕魔 台のう えで ザチを 発見した ことから、 

いよいよ 「大盲 谷」 の 実存 性が 濃くな つてき た。 そう 

して これに は、 むしろ 手 も 付けられない 塩の 沙漠より 

カラ . ジ ルナ ガン 

かも、 「大地 軸孔」 の ほう を 攻撃して はと、 なった の だ。 

そのころ、 大地 軸孔 探検に ついての、 国際紛争が 解決 



岳 家と しての 当然の 論。 それに 反して、 季節風の 猛雨 

が 始ま つ たら 登 行 を するとい う、 この 折 竹の 説 は 暴論 

といおう か、 まことに、 常識 外れの 馬鹿馬鹿し いもの 

だった。 そして、 ついに 隊は 二つに 割れ、 わずかな 人 

夫 を 残す ほか、 引き上げる ことにな つたの だ。 

そのころ は、 もう 七月に ちかく、 邪 風 モンス ー ンの 

跫 音が くらい 雲 行から、 吹く ぞ、 薙 ぐぞと いうよう に、 

聴え るよう な 気がする。 ヒマラヤ. カラ コル ムに 吹き 

つける、 狂暴な 西南 風。 大雨、 烈風と なる 最悪の 時期 

に、 折 竹 は 速 流氷 河 を わたると 言う。 

狂った か。 見す見す 死にに ゆく ような 折 竹の 胸に、 



彼女 はい ま、 なに を 思って いるの だろう。 

翌日、 ヒルト 博士ら はついに 去って しまった。 犛牛 

を つらねた ながい 行列 を、 折 竹ら は大 岸壁のう えから 

ながめて いる。 季節風 前によ く ある クッキ リと 晴れた 

日で、 氷河の 空洞の ほんのり とした 水色 や 森の ように 

林立す る 氷の 塔の くぼみが …… 美麗な 緑色 を 灯した と 

とうろ 1 つ 

ころ は 灯籠の ように 美しい。 それ も 絶えず 欠け、 しき 

りなく 打衝り あい …… 氷河と したら 激流に ひとしい 不 

思議 さで、 人よ、 渡るな かれと 示して いるの だ。 

力ち く 

オフシエンコ は、 真面目 そうな、 寡黙な 男 だ。 しか 

し、 その 日 はめず らしく 口数が 多く、 折 竹に なにかと 



僕らが 渡ろうと いう 魂胆 だ」 

そういう、 折 竹の 推測が ついに 適 中した。 すごい 雨 

のあった 翌朝、 一掃され た 氷 塔 をみ て、 三人 はわつ と 

歓呼の 声 を あげたの だ。 濃霧 の 暗黒の 底 か ら 盛り あが 

ほうこう キヤ ム 

る 氷の 咆哮 を 聴きながら、 温 霧 谷の 化物 氷河 を 渡った 

ので ある。 しかし そこで、 空中 索道 をつ くるのに 一日 

ほど 費やし、 それまで 黒い 骨とば かりみ えていた r 大 

地軸 孔」 の 口元へ、 立った のが 翌朝の こと。 

いよいよ、 此処 —— 三人 は 感極まつ たような 面 持 だ。 

のぞく と、 まつ 黒な 中から ひやりとした 風が のぼって 

くる。 地底の 国、 アジア、 アフリカ 両 大陸に またがる 



想像 界の大 盲 谷が、 いま 三人に よ つ て 白日 下に 曝され 

ようとす る。 やがて、 垂らした 綱が 二百 尋 ほどに 

なった とき、 底に 達したら しく、 かすかな 手応え …… _ 

いよいよ、 地底の 晦冥 国へ。 

「やはり、 石油 ガス」 

とまつ 暗な なかで 鼻 を うごめかし、 セル 力— クが聴 

えぬ ような 声で 眩いた。 おそらく、 どこかに 噴出 孔が 

あるの だろう。 そして、 岩石が 落下 するとき の 摩擦の 

火花で 点火す るの が、 例の 怪光 だろうと 思われた。 

三人 は、 各人各様の 気持 —— 。 折 竹 は、 故国の ため 

に 油層 下の 道 をき わめよう という。 セル 力 ー クは、 



オイル. ハ ンタ— む 

油 脈 探しの 前身 を 見事 露き だして、 ほとんど 天文学 数 

字に ひとしい 巨大な 富 を 握ろうと …… 。 また、 オフ 

シ ェンコ はと …… 。 いうな かに も 折 竹の、 心の琴線に 

触れる の はザチ のこと。 彼 はいかに しても 地底の 女王 

に 遇いたかった ので ある。 

その 間 も、 懐中電灯の ひかりが 四方へ 投げられ てい 

る。 石筍 はあり 天井から 垂れて いる 美しい 石 乳 も、 ど 

ん よりした 光の なかで は、 老婆の 乳房の よう。 絶えず、 

岩塩の 粉末が 雨の ように 降って くる。 しかし 塩が 吸う 

あんど 

ので 毒ガスの 危険 はなく、 三人 は 安堵して 進む ことが 

できた の だ。 



しんきょう 

二 万 マイルの 道、 北 は、 新疆の ロブ. ノ— ル から 外 

蒙へまで、 あるいは ソ領 中央アジアへ も コー カサスへ 

も、 アフガニスタン、 イラン をと おり 紅海の したから 

この 地下の 道 は サハラ 沙漠まで、 ゆく だろう。 そうし 

て、 ここに 地底の 旅が はじまった。 

「いい 陽気 だ」 

と、 折 竹 は 口笛 を 吹きながら、 

「暑から ず、 寒から ず …… 。 まことに、 当今 は 凌ぎよ 

うなりまして だ」 

かたつむ リ 

しかし、 進む というが、 蝸牛の 旅で ある。 一日、 計つ 

てみ ると、 三 マイル 弱。 まだ パラ ギル 山の した あたり 



シ ェ ンコを 射ち …… 次 はこの 俺と 思った 一 瞬の こと。 

天地 も 崩れん ばか リの大 爆音と ともに …… 。 ああ、 か 

すかに 洩れて いた 油層の ガスに 引火した の だ。 

やがて、 雪崩れ る 音が 止む と、 死の ような 静寂。 折 

竹 は、 ほっとして 起き 上った。 

と 見る、 なんという 大凄 観か^ 行 手 を 塞いで いた 

塩 壁が くずれ、 そこから 流れ だした のが 原油の 激流。 

油層！ と、 思う まに 一 筋の 川と なり、 みるみる うち 

倒れて いる セル 力 ー クを 押し流して ゆく。 すると、 壁 

の 割れ目 を じっと見 ていた 折 竹の 目が、 とつぜん、 輝 

いて あっと 馳 せよ つたの だ。 そこから、 泡 だつ 原油と 



ともに 流れ だしてき たのが、 一 人の 女の 屍体。 

「ザ チ、 ああ ザチ」 

彼 は 狂気の ように さけんだ。 

ダシ ュ卜. ィ. 力 ヴィル 

大塩 沙漠の 視き 穴から 地下へ 帰った、 女王 ザチ 

ガウン 

が 美袍を 着、 いま は 死体と なって 油の 流れに まかせて 

いる。 夢で はない か。 これ は 一体なん という こと だろ 

う。 暫く 茫然と してな す を 知らなかった 折 竹が、 やが 

て、 裳裾の 端 をつ かんで ぐいと 引き あげた。 その、 懐 

中からで たのが、 身分 証明の ような もの。 

—— 前 マリン スキ ー 歌劇場の 女優、 ナ デジ— ダ • ク 

ル ムス カャ である。 当 「国家 保安 部」 の 一 員た る を 証 



つ つま 

と、 彼は虔 しげに 礼 をした。 

大塩 沙漠から 大地 軸孔 まで、 油層の 流れに のって 此 

処 まで 来た ザチ。 ムス カットの 宫苑 でした 別れの 意味 

ほころ 

をい おうとして …… いま 折 竹に 抱かれて いる 唇 は 綻 

び、 この 運命的な 再会 を悦 ぶかの ように、 ザ チの目 は 

う つ とりと 開かれて いる。 

しかし、 この 油層 下の 道へ は、 やがて 故国の 手が… 

…。 折 竹 は 凱， S を あげた。 
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